
上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

①

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0 62,700

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

140,443

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

0
都市計画道路整備計画策定

0

30,082

1,419 104,200

23,465

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

都市計画係

H30

安全で快適に移動できる道路環境・道路網が整備されるとともに、公共交通や循環バスが充実し、生活利便性の向上が図られた魅力と
賑わいのあるまちを目指します。

【災害時における道路網の整備】

　町道下牧高田線と県道中筋出作川合線とのバイパスとなる服部台明星線（都市計画道路）を整備することにより、上牧交差点での交
通渋滞が緩和されるとともに、主要施設へのアクセス性の強化と交通の円滑化を図ります。令和2年度では、服部台明星線道路整備事業
として令和元年度繰り越し分の用地取得及び、建物補償を行います。
　令和元年度において、未着手の都市計画道路5路線について、奈良県都市計画道路の見直しガイドラインに基づき、現在の社会経済情
勢や上位計画、都市計画マスタープラン等で示される本町の目指すべき都市将来像に対応した、真に必要な都市計画道路としてその必
要性を多角的な視点から検証し、上牧町都市計画道路見直し検討委員会において検討した結果、3路線が廃止候補路線として選定されま
した。令和2年度では、県と協調してパブリックコメントを行い、都市計画道路見直し案を確定させ、都市計画変更の原案を策定し、都
市計画法の手続きに進む準備を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① 服部台明星線事業進捗率

目標（値）

43.5%

基本施策

施策の展開方向

タイトル

0 104,200136,983

1,400 3,460

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

3,460 0

0 62,700

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

11,921

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

交通体系

幹線道路の整備

総合戦略 の取組

安全安心で潤いのある住みよいまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 60ページ

0

11,921 28,682

11,921 30,082
合　計

R01

0 1,400

H29（決算）R03時点

服部台明星線道路改良工事

H30（決算）

28,682 20,005

1,419

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

128,168

288,065

実績値

11,921



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 服部台明星線事業進捗率

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　都市計画道路の整備について、道路幹線網における計画路線の存続及び廃止について整理を行い、廃止候補路線については、都市計
画法に則って手続きを進めます。また、将来的には存続路線について道路整備をいかに進めていくか検討していく必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　服部台明星線道路整備事業の実施により、上牧交差点の渋滞緩和や主要施設へのアクセス性強化と交通の円滑化が見込まれます。
　計画から時間が経過した未着手路線については、計画当初と比べて人口減少等社会情勢が変化し、大型商業施設の出店等で交通量が
変化している等、社会情勢に合わせた道路網の整備を行っていく必要があります。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　服部台明星線道路整備事業として令和元年度繰り越し分の用地取得、及び建物補償を行いました。
　令和元年度において上牧町都市計画道路見直し検討委員会において検討した結果、廃止候補路線に選定された3路線には県道も含まれ
ているため、県と協調してパブリックコメントを実施しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

43.5%

事業の見直し余地
（改善点）

幹線道路の整備

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　都市計画道路存続路線の内未整備路線は、全て県道となるため奈良県へ道路整備を進めていくよう要望していきます。

73.8%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　服部台明星線道路整備事業として、開通に向けて本線の本格的な整備工事に取り掛かります。
　都市計画道路の見直しについては、都市計画審議会を開催し、都市計画法に則り廃止候補路線3路線の廃止の手続きを進め
て行きます。

指標
（予定）

服部台明星線事業進捗率

6.8％

43.5％ 43.5％

73.8％

100.0％

H30 R01 R02 R03 R04

【服部台明星線事業進捗率】



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

①

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

橋梁補修・耐震工事
橋梁の点検業務及び
道路橋定期点検要領

％ 17 67

0

0 0

0

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

道路橋梁管理係

H30

安全で快適に移動できる道路環境・道路網が整備されるとともに、公共交通や循環バスが充実し、生活利便性の向上が図られた魅力と
賑わいのあるまちを目指します。

【災害時における道路網の整備】

　緊急輸送道路に係る道路橋の耐震補強工事を実施します。（岡在橋、上牧新橋）

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

基本施策

施策の展開方向

タイトル

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

事業費は、3-1-3に計上

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

交通体系

幹線道路の整備

総合戦略 の取組

安全安心で潤いのある住みよいまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 60ページ

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点

橋梁補修・耐震工事

H30（決算）

R01
（2019年）

73

73
80 100

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

ー

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　緊急輸送道路に係る橋梁並びに一般道路橋梁についても耐震化をする必要があるが、橋梁長寿命化の観点からまず予防保全としての
修繕による延命化が最善であると思われます。
　また、維持管理の観点から橋梁の撤去や集約化についても検討する必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

 令和3年3月時点
 　緊急輸送道路に係る道路橋梁の耐震化進捗状況
 　（事業費ベース）
   つくも橋　　　100％（第1次緊急輸送路を跨ぐ道路橋）
   岡在橋　　　  100％（　　　　　〃　　　　　　　 ）
   上牧新橋　　　 43％（第2次緊急輸送道路）

　経年劣化等で上牧町内道路橋梁の損傷状況や外観、高欄の劣化が進んでいる状況であり、地元からの修繕の要望も多く、計画的な整
備と損傷状況に応じた柔軟な対応が必要であると考えます。
　また、緊急輸送道路に係る橋梁並びに一般道路橋梁についても、耐震化の要請があります。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　緊急輸送道路に係る道路橋の耐震化について、第1次緊急輸送路である西名阪高速道路を跨ぐ道路橋（岡在橋）の耐震補強工事が完了
しました。
　第2次緊急輸送道路である下牧高田線の路線内ある上牧新橋については、耐震補強工事に着手しました。（事業費ベース 進捗率
43%）

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

幹線道路の整備

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　道路橋梁については、令和3・4年度に2巡目の橋梁（23橋）の法定定期点検を予定しており、点検結果における長寿命化修
繕計画の見直しを行い、その計画に則り予防保全の観点から橋梁の長寿命化を図ります。
　また、緊急輸送道路に係る橋梁については、令和3年度を目途に耐震補強を完了する計画です。

81%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　緊急輸送道路に係る道路橋については、令和3年度を目途に耐震補強を完了する計画です。
　令和4年3月予定
　　つくも橋　　100%（第1次緊急輸送路を跨ぐ道路橋）
　　岡在橋　　　100%（　　　　　〃　　　　　　　 ）
　　上牧新橋　　100%（第2次緊急輸送道路）

指標
（予定）

橋梁補修・耐震工事



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

①

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

22,063 18,800

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

17,836

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

コミュニティバス利用満足
度

アンケート調査の実施 ％ ー ー

9,233

19,777 17,525

17,836

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

総務課

総務管財係

H30

安全で快適に移動できる道路環境・道路網が整備されるとともに、公共交通や循環バスが充実し、生活利便性の向上が図られた魅力と
賑わいのあるまちを目指します。

【上牧町交通政策検討会の開催】【コミュニティバスの利用促進】

　町民の方々からいただいた、巡回バスの運行に関する要望、ご意見等を検討課題とし、利便性の向上を目的に、調整等を行います。
　令和元年度にコミュニティバスの時刻表及びバス停の設置更新を行い、令和2年4月から3台体制、新ルートによる運行を開始します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① コミュニティバスの年間利用者数（延べ人数）

目標（値）

51,500人

基本施策

施策の展開方向

タイトル

19,777 17,52517,836

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

22,063 18,800

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

9,217

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

交通体系

公共交通の利便性向上

総合戦略 の取組

安全安心で潤いのある住みよいまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 60ページ

9,217 9,233

9,217 9,233
合　計

R01

H29（決算）R03時点

コミュニティバス運行費

H30（決算）

9,233 17,836

R01
（2019年）

ー

ー
50 70

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

77,149

73,588

実績値

9,217



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① コミュニティバスの年間利用者数（延べ人数）

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　コミュニティバスの運行の中で、運転技術、事故後の対応等様々な課題が発生しており、次回の改訂に向けて情報収集等を行うと同
時に、シルバー人材センターと協議の上、運用マニュアルの作成を検討する必要があると考えます。
　また、コロナ過にあっても引き続き運行を継続していることから、感染防止対策を十分に行う必要があると考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢者の増加に伴い、町内を移動できる手段の確保は急務です。路線バスとコミュニティバスの共存を進め、交通弱者の一助になる
よう、より良い環境整備を進める必要があります。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年4月から3台体制（ペガサス号・ささゆり号・ほほ笑み号）、新ルートによる運行を開始しました。
　運転手の名札の着用を義務化しました。
　新型コロナウイルスの感染防止対策の一環として、運転席と客席の間に飛沫防止用ビニールシートを設置しました。
　利用者数の実績については、前年度と比較し減少しておりますが、新型コロナウイルスの感染防止対策に伴う、不要不急の外出が控
えられたことが原因と考えられます。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

42,699人

事業の見直し余地
（改善点）

公共交通の利便性向上

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　コミュニティバスの運行の中で、運転技術、事故後の対応等様々な課題が発生しており、次回の改訂に向けて情報収集等
を行うと同時に、シルバー人材センターと協議の上、運用マニュアルの作成を検討する必要があると考えます。

52,000人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　引き続き、新型コロナウイルスの感染防止対策の一環として、有効的な対策の情報収集に努め、日々の消毒を実施しま
す。
　また、運行中に生じる様々な課題に対し、改善策等を検討していきます。

指標
（予定）

コミュニティバスの年間利用者数（延べ人数）

48,700 50,541 49,694 

42,699 

H29 H30 R01 R02

【コミュニティバス利用者数（人）】

※令和元年度及び令和2年度は、

新型コロナウイルスの影響によ

り減少したと考えられます。



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

①

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

②計画通りに実施できなかった

　上牧町交通網対策検討会議を開催するにあたり、課題を整理し十分な議題を準備することができなかったため、実
施できませんでした。

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

都市計画係

H30

安全で快適に移動できる道路環境・道路網が整備されるとともに、公共交通や循環バスが充実し、生活利便性の向上が図られた魅力と
賑わいのあるまちを目指します。

【上牧町交通政策検討会の開催】【コミュニティバスの利用促進】

　上牧町交通網対策検討会議を開催します。
　公共交通（民間バス）において、バス停の利便性向上に向けた取組として、ベンチ及び屋根等の設置における指針の取りまとめを行
い、その指針に従いベンチの設置を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

0

0

施策の展開方向

タイトル

25.上牧町交通網対策検討会の開催

R01（決算） R02（決算）

R02時点（中長期） H29

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

交通体系

公共交通の利便性向上

総合戦略 の取組

安全安心で潤いのある住みよいまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ

指標①

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

事
業
費

項目/年度

令和2年度 60ページ

R03（予算）

事業年度

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ □ ■

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

公共交通の利便性向上

事業の見直し余地
（改善点）

　上牧町交通網対策検討会議の開催に向けて、公共交通への課題やニーズを整理し、検討会議で諮問する施策について検討していく必
要があります。
　鉄道駅がない本町において、民間バスの運行は不可欠であります。その中で、公共交通の利便性の向上に向けた取組の一環としてバ
ス停における環境整備をいかに形成していくかが重要な課題となってきます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢化の進展に伴い、公共交通に対する依存度は高まっていくと考えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　上牧町交通網対策検討会議を開催するにあたり、課題を整理し十分な議題を準備することができなかったため、実施できませんでし
た。
　公共交通（民間バス）において、バス停の利便性向上に向けた取組として、ベンチ及び屋根等の設置における指針の取りまとめを行
い、その指針に従いベンチを2箇所設置しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　公共交通の利便性の向上や町民の移動手段に関するニーズに応えるためにどのような対策を講じるべきかについての課題
の洗い出しを行い、上牧町交通網対策検討会議へ諮問していきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　上牧町交通網対策検討会議の開催を目指して、他市町村の先進事例を収集し、会議設置規則の制定に向けて研究を行いま
す。また、上牧町の公共交通問題について関係各課に検討して頂く場として内部検討会の開催を考えていきます。
　公共交通（民間バス）において、バス停の利便性向上に向けた取組として、ベンチ及び屋根等の設置における指針に従い
ベンチを3箇所設置予定しています。

指標
（予定）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

①

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

131,000

203,330 176,000 131,000

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

203,330

実績値

①計画通りに実施した

160,308 186,947

31,000

橋梁補修・耐震工事
橋梁の点検業務及び
道路橋定期点検要領

％ 17 67

道路舗装
路面性状調査結果により

年次計画書作成
㎞ 10 20.0

橋梁補修・耐震工事
57,454

成果指標名

102,854 102,146

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

道路橋梁管理係

H30

安全で快適に移動できる道路環境・道路網が整備されるとともに、公共交通や循環バスが充実し、生活利便性の向上が図られた魅力と
賑わいのあるまちを目指します。

【計画的な道路修繕の実施】

　道路整備事業については、町内道路面の破損状況も進んでおり、走行性が悪化しているため円滑な走行環境を確保する舗装修繕を行
います。
　橋梁補修・耐震工事については、橋梁長寿命化修繕計画に則り予防保全の観点から橋梁の長寿命化を図る修繕を行い、緊急輸送道路
に係る橋梁については耐震補強を進めていきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

100,00099,990

84,801 103,340

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

102,854

H29

総合戦略 の取組

安全安心で潤いのある住みよいまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

交通体系

施策の展開方向

タイトル

生活道路の整備

指標①

事
業
費

項目/年度

60ページ

31,000

103,340 80,000

96,000 100,000

合　計

R01

57,454 84,801

H29（決算）R03時点

道路整備事業

H30（決算）

102,146 99,990

74,676

92,940

186,947

167,616

R01
（2019年）

100
73

22.0

22.0
23 40

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

857,585

849,201

80

実績値

73

160,308



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

ー

実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

生活道路の整備

　車道整備について、令和2年度末現在のKPIは22kmであり目標通りであるが、今後は年3.5㎞の修繕が必要となる。
　過年度の修繕路線及び工法は、主要路線（幅員が広い）及び打ち換え工法による修繕が多く見受けられていたため、修繕延長が伸び
ていません。今後は、修繕断面が簡易な工法（切削オーバレイ）に変わりつつあるため、修繕延長が伸びる方向となる見込みでありま
す。
　歩道整備について、令和2年度末現在いまだ手つかずの状態であり、今後は歩道修繕事業についても検討していく必要があると思われ
ます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　経年劣化等で上牧町内道路面の損傷状況や走行性の悪化が進んでいる状況であり、地元からの修繕の要望も多く、計画的な整備と損
傷状況に応じた柔軟な対応が必要であると考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　道路整備路線について、平成29年度に策定した道路長寿命化計画に加え各自治会の要望に鑑み、各自治会に修繕要望路線について意
見聴取を行い決定しております。
CBR測量設計業務
　金富梅ヶ丘線 L=290m、松里園1号線 L=364m、松里園18号線 L=240m、松里園19号線 L=173m、松里園20号線 L=185m、松里園21号線
L=202m、松里園24号線 L=84m　合計 7路線 1,538m
道路整備工事
　片岡台5号線　L=262m、下牧高田線(7工区) L=368m、桜ヶ丘葛下川線(2工区) L=330m、片岡台23号線 L=90m、北上牧27号線 L=156m、
葛城台1号線 L=271m、新町地区里道 L=262m、下牧9号線 L=190m、中筋南上牧線 L=209m、合計　9路線　L=2,138m
橋梁補修・耐震工事
　岡在橋（2工区）、上牧新橋（耐震補強・補修工事）合計 2橋

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標②

事業の見直し余地
（改善点）

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　道路整備については、舗装の長寿命化を図るため、個別施設計画並びに自治会要望を勘案し、道路環境並びに道路網の整
備を進めていきます。
　歩道整備事業について、現在、車道部分の整備を主として工事を実施していますが、今後は歩道整備についても計画を立
て順次、実施していく必要があります。
　道路橋梁については、令和3・4年度に2巡目の橋梁の法定定期点検を予定しており、点検結果における長寿命化修繕計画の
見直しを行い、その計画に則り予防保全の観点から橋梁の長寿命化を図ります。
　自転車道の整備について、他市町村の動向に鑑みるとともに、県管理課との調整並びに警察との協議を行い、実施の有無
並びに規模等について勘案していきます。

24㎞

81%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

道路整備
　CBR調査　　 6路線　L=2.5km
　整備工事　　8路線　L=2.4km
橋梁補修・耐震工事
　上牧新橋の橋梁補修・耐震工事（2工区）
　高来橋の修繕工事

指標
（予定）

道路舗装

橋梁補修・耐震工事

【KPIの状況（道路舗装）】

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08

13km 15km 17km 19km 21km 22km 24km 27km 30km 34km 37km 40km

33％ 38％ 43％ 48％ 51％ 55％ 60％ 68％ 76％ 84％ 82％ 100％

13km 14km 16km 17km 20km 22km

33％ 35％ 40％ 42％ 49％ 54％

【KPIの状況（耐震補強・耐震工事）】

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08

目標値 17％ 31％ 37％ 42％ 56％ 73％ 81％ 92％ 92％ 92％ 96％ 100％

実績値 17％ 31％ 37％ 46％ 67％ 73％

目標値

実績値



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

①

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

0 0 0

0 3,850 4,000

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

68,814

93,539

実績値

18,839

R01

0

0

1,395 701

1,998

H29（決算）R03時点

住環境整備事業
（小規模住宅地区改良事業）

H30（決算）

628 8,472

739

0

1,9811,998

0

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

0 8,237

2,500

13,100

2,000 2,000

1,993 1,981 1,981

8,237

1,993

15,446 628

18,839 11,559
合　計

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

15,446

H29

事
業
費

交通安全施設工事

街路樹及び歩道改修

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

交通体系

交通環境の改善

総合戦略 の取組

安全安心で潤いのある住みよいまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 60ページ

1,000

基本施策

9,343 10,319

施策の展開方向

タイトル

0 5,0008,472

701 856

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

856 264

0 0

成果指標名

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

道路橋梁管理係

H30

安全で快適に移動できる道路環境・道路網が整備されるとともに、公共交通や循環バスが充実し、生活利便性の向上が図られた魅力と
賑わいのあるまちを目指します。

【町内の危険箇所へ交通安全設備の設置】【道路空間の環境改善】

　幅員が狭あいな箇所、見通しの悪いカーブ、利用者の多い交差点、通学路に指定されている交差点での安全対策を順次行います。
　植樹帯や街路樹等において、大きくなりすぎた樹木の植え替えを行い、心地よい道づくりを進めます。
　・交通安全対策工事（通学路のグリーン化・車止めの設置・カーブミラーの設置）
　・交通安全施設工事（区画線・交差点道路鋲）
　・桜ヶ丘（桜）歩道改修

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

500交通安全対策費
（カーブミラー等設置工事）

交通安全対策工事

1,395

9,343 8,000 5,000

11,559

16,889 25,600

20,652 10,264 7,500

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

20,652

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　北上牧地区の小規模住宅改良事業については、計画に基づき事業を進めていきます。
　違法駐車や放置自転車の取り締まり並びに啓発活動を実施します。
　通学路における路肩及び信号のない交差点部のカラー化等による車両と歩行者との空間を視覚的に分離することによる車
両の通行速度の減速を図り、また通学路における交差点部においては車両の逸走時の安全対策を実施し、物理的な歩行者の
安全対策を実施していき、安全で安心な通学環境を整える工事を実施していきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

・北上牧地区　小規模住宅改良事業（用地測量業務）
・交通安全対策工事
　　路肩部グリーン化（桜ヶ丘3号線（通学路））
　　カーブミラー設置　N=10箇所（南上牧、桜ヶ丘、米山台、ささゆり台、友が丘他）
　　交差点防護柵設置　N=3箇所（ジョウシン裏のY字路、片岡台ヤクルト前、上牧第2小学校東詰交差点）
・交通安全施設工事
　　区画線設置・復旧（主要路線）、交差点鋲復旧、車線分離標復旧
・街路樹及び歩道改修
　　桜　N=4本撤去　N=2本植え替え（桜ヶ丘（西名阪沿い）
・違法駐車・放置自転車の取り締まり並びに啓発活動

指標
（予定）

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　北上牧南地区で境界未確定地となっている町有地の整理を行い、今後の事業用地の利用計画等について検討をしていく必要がありま
す。
　町内各所において、幅員が狭あいな箇所、見通しの悪いカーブ、交差点等の改良箇所等について、改良改善を進めていく必要があり
ます。
　カーブミラーの管理台帳について、町内にあるカーブミラーにおいて、設置位置、サイズ等が管理できるよう各地区毎に台帳を作成
します。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

交通安全対策工事　　路肩部グリーン化　L=224ｍ、A=134㎡　（米山台地区）
　　　　　　　　　　交差点安全対策（車止めの設置）　N=4箇所　（滝川台、友が丘、服部台、2000年開館前）
　　　　　　　　　　カーブミラー設置　N=4箇所（北上牧、葛城台地区）
交通安全施設工事　　区画線設置・復旧　L=1,875ｍ（友が丘、ゆりが丘、米山台、松里園、片岡台、下牧地区他）
　　　　　　　　　　交差点鋲復旧　　5箇所取替え（片岡台、米山台、北上牧地区）
　　　　　　　　　　車線分離標　新設設置、復旧　N=19本（ささゆり台、バス操車場）
街路樹及び歩道改修　桜　N=4本撤去　N=2本植え替え（桜ヶ丘（西名阪沿い））

　小規模住宅改良事業について、用地買収範囲の道路改良工事は終盤に差し掛かっていましたが、用地未買収区間の道路改良工事の実
施の有無については、近隣住民から意見を求められることが増えてきたと思われます。
　幅員が狭あいな箇所、見通しの悪いカーブ、利用者の多い交差点、通学路に指定されている交差点での安全対策が求められると思わ
れます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　近年、交差点等での車両と歩行者による痛ましい交通事故が多発していることを受け、本町としても幅員が狭あいな箇所、見通しの
悪いカーブ、利用者の多い交差点、通学路に指定されている交差点での安全対策について、下記の事業の分析内に示す箇所において安
全対策工事を実施しました。
　交通安全対策工事における道路のカラー化並びに交差点の安全対策については、通学路交通安全プログラムにて挙げられた項目であ
り、また、通学路の指定の有無、学童人数、交通量等の要素による優先順位を定めた資料をもとに、3箇所の交差点にて対策工事を実施
しました。
　交通安全施設工事における区画線において、雨天時は区画線の視距が悪くなるとの要望に対し、令和元年度に庁内の交通安全対策関
係課協力のもと町内における区画線の総延長並びに視距の有無について計測し、路線毎の交通量、幅員等の要素による優先順位を定め
た資料をもとに、区画線の復旧工事を実施しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

交通環境の改善

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

②

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

173
193

2,938

3,431
3,150 3,000

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

46,643

48,626

173

実績値

208

7,211

事業年度

290 360

7,211 9,001
合　計

R01

6,097 7,844

H29（決算）R03時点

ごみ堆肥化事業

H30（決算）

360 302

8,984

事
業
費

項目/年度

令和2年度 62ページ

10,984

1,000797

R03（予算）

8,864 10,440

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境衛生

ごみの減量化・資源の再利用

総合戦略 の取組

資源が循環し快適に暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ

指標①

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

804 719

施策の展開方向

タイトル

356 401302

7,844 8,864

824

R01（決算） R02（決算）

1,000 831

R02時点（中長期）

290

H29

356 419

824 797

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

生活環境係

H30

ごみの再利用等の適正な処理や施設の効率的な運営が進むことにより、ごみの量が減り、資源が循環する快適に暮らせるまちを目指し
ます。

【ごみの分別・減量化の推進】【資源物分別の啓発】【ごみの分別・減量化に向けた情報の発信】

　可燃ごみの中でも重量比の最も大きい厨芥類（生ごみ）の排出量減量を検討する必要があり、家庭ごみについては「生ごみ処理機」
の購入補助（3年を期限）の検討を行います。
　また、家庭系一般廃棄物だけではなく、事業系一般廃棄物についても減量を求めるよう計画を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

9,001

10,059

930 940
719

①計画通りに実施した

7,415

839

資源ごみの収集量 収集実績に基づく t 173 186

可燃ごみの排出量 収集実績に基づく t 3,279 3,071

リサイクル事業

再生資源集団回収事業

6,097

804

12,385

9,970 11,796 8,665

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

9,970

実績値

再生資源集団回収量 回収実績に基づく t 920 804



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

KPI

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　事業所から排出されるごみについても減量に取り組むよう事業所に働きかけます。

2,969ｔ

831ｔ

206ｔ

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　町内における事業系一般廃棄物廃棄物排出事業所に立入調査を積極的に行い、分別及び減量について指導を行います。
　家庭系一般廃棄物については、引き続き減量に向けた情報発信に努めます。

指標
（予定）

可燃ごみの排出量

資源ごみの収集量

再生資源集団回収量

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　今までは主に家庭から排出されるごみの減量に視線を向けていましたが、今後は事業所から排出されるごみについても減量に取り組
むよう事業所に働きかける必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

EMボカシ菌に使用するバケツの配布個数
　令和元年度　29個
　令和2年度　 67個

　ごみの分別については、必要に応じて都度、広報誌やホームページを更新していく必要があります。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年度予算作成時において、「生ごみ処理機」補助について近隣市町村の動向を調査した結果、実施している市町村もある反面、
過去に実施していたが廃止している市町村もありました。このことから当町における費用対効果を考えると、ごみ減量対策への特効薬
として期待でできるものではないと判断したため、実施には至りませんでした。
　また、事業系一般廃棄物の排出業者へは産業廃棄物廃棄物多量排出事業者へ県との合同立入検査を実施し、減量に努めるよう指導し
ました。
　ごみの分け方＆出し方を一新し全戸配布した結果、EMボカシ菌に対する問い合わせが増加し、住民のごみの減量に対する関心が増加
したと考えます。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

ごみの減量化・資源の再利用



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

②

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

147,629

148,832

実績値

23,976

22,356 32,749

23,976 35,989
合　計

R01

0 3,240

H29（決算）R03時点

山辺・県北西部広域環境衛生組合
負担金

H30（決算）

32,749 28,047

0

1,620 0

00

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

22,356

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境衛生

ごみ収集体制の構築・充実

総合戦略 の取組

資源が循環し快適に暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 62ページ

0

基本施策

0 0

施策の展開方向

タイトル

27,788 33,03228,047

3,240 0

1,620

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

0 0

31,570 28,047

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

生活環境係

H30

ごみの再利用等の適正な処理や施設の効率的な運営が進むことにより、ごみの量が減り、資源が循環する快適に暮らせるまちを目指し
ます。

【ごみ処理施設の広域利用】【ステーション型ごみ集積所の維持継続】

　町民に対してごみ出し及びリサイクル等について理解を深めていただくため、ごみパンフレット（上牧町ごみの分け方＆出し方）を
一新します。
　また、高齢化に伴う適正な収集体制の構築を図るため、検討を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

0
災害廃棄物処理計画策定業務

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
策定業務

0

0 0 0

35,989

27,788 33,032

28,047

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

31,570 28,047

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

28,047

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　ごみの分別については、上牧町独自の分別ではなく、山辺・県北西部広域環境衛生組合全体での分別形態であるため、住
民には十分に理解してもらえるよう情報発信に努めます。
　なお、前年に引き続き『高齢者等世帯に対するごみ出し支援調整会議』において協議し、ふれあい収集の充実又は新たな
高齢者向けの収集体制について検討します。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　高齢者に対するごみ出し支援については、可燃ごみ、不燃ごみ及びプラスチック製容器包装を対象として行ってきました
が、更なる支援策及びごみの分別の徹底を図る目的として資源ごみについても対象者に専用のボックスを貸与し、ふれあい
収集を行います。

指標
（予定）

評価

ごみ収集体制の構築・充実

　ごみ収集体制の構築については、現在採用しているステーション方式は特定の箇所にまとめられているごみを収集するため、効率よ
く、収集時間の短縮、その後の作業（資源ごみ回収及び減容作業、リクエスト収集等）が円滑に遂行できるように効率的であるのに対
して、戸別収集は収集時間を費やし、その後の作業にも影響を与え、各家庭に管理責任が生じるため、個々の負担増にもつながると考
えられますが、今後高齢化が進む中、戸別収集も視野に入れながら、その時点において最適な収集体制を構築していきます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢化に伴い、ごみ出し困難者が増加する中、収集体制の見直しが望まれます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　新たな分別体制を組み込んだごみパンフレット（ごみの分け方＆出し方）を作成し、全戸配布し、ごみの分別に関して改めて住民に
対して理解を求めるよう周知しました。
　また、高齢者の方に対して行っているふれあい収集については可燃ごみ、不燃ごみ及びプラスチック製容器包装に限定していました
が、資源ごみについてもふれあい収集を行うことを検討しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

②

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

754 754

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

643

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

1,056

722 789

643

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

住宅管理係

H30

ごみの再利用等の適正な処理や施設の効率的な運営が進むことにより、ごみの量が減り、資源が循環する快適に暮らせるまちを目指し
ます。

【静香苑及び町営墓地の維持管理の充実】【静香苑の利用者ニーズに応じた運営体制の充実】

　快適に墓参りが出来るよう適切に維持管理、パトロールを行います。未使用墓地については、使用資格のある要望者に対し、使用許
可を行います。近隣市町村の墓地使用料について、比較検討します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

基本施策

施策の展開方向

タイトル

722 789643

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

754 754

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

1,037

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境衛生

斎場・墓地の運営及び維持管理の充実

総合戦略 の取組

資源が循環し快適に暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 62ページ

1,037 1,056

1,037 1,056
合　計

R01

H29（決算）R03時点

町営墓地維持管理事業

H30（決算）

1,056 643

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

4,244

4,247

実績値

1,037



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　返還された墓地の使用許可について、住民への周知方法（広報掲載等）を見直す必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

防犯カメラ設置数　2か所
墓地使用料返還についての調査（ただし書き）
・奈良市　返還しない。（3ヶ月以内 全額、1年以内 9割、2年以内 7割、3年以内 5割）
・大和高田市　返還しない。（未使用 6/10、既使用 2/10）
・大和郡山市 宇陀市 大淀町　返還しない。（3年以内 2/3、6年以上 1/2、6年超 1/3）
・橿原市 葛城市 広陵町　返還しない。（未使用 6/10、既使用 2/10）
・三郷町 田原本町　返還しない。
令和2年度 樹木剪定　約10本　樹木伐採5本
維持管理（敷地内通路及び溝の清掃、樹木剪定）年1回　8月実施
職員による定期的な巡回パトロール（不法投棄や樹木の成長具合確認）月1回

　町営墓地の維持管理については、適切に維持管理を行っていくとともに、参拝者の様々な要望に応えていくことが必要であると考え
ます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　定期的な巡回パトロールを行いました。また、防犯カメラを設置したことにより不法投棄が少なくなりました。維持管理について
は、墓地敷地内の通路溝の清掃や樹木の剪定伐採を実施しました。町（市）営墓地を管理している市町村に墓地使用料について聞き取
りを実施しました。
　その他、町営墓地の維持管理については、民間企業の寄付（工事）により、現在の駐車場について再整備することができました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

斎場・墓地の運営及び維持管理の充実

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　町営墓地使用料の返還について見直しを行います。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　今まで通り、快適に墓参り出来るよう維持管理、パトロールを継続していきます。未使用墓地については、使用資格のあ
る要望者に対し、使用許可を行っていきます。

指標
（予定）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

②

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

58,211

93,538 88,278 61,811

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

93,538

実績値

①計画通りに実施した

96,596 95,909

成果指標名

96,596 95,909

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

生活環境係

H30

ごみの再利用等の適正な処理や施設の効率的な運営が進むことにより、ごみの量が減り、資源が循環する快適に暮らせるまちを目指し
ます。

【静香苑及び町営墓地の維持管理の充実】【静香苑の利用者ニーズに応じた運営体制の充実】

　火葬炉大規模改修工事に基づき、耐火材積替（1炉分：3号炉）及び電気設備関係更新・修繕（2炉分：2号炉及び3号炉）を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

基本施策

58,21193,538

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

96,596

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

88,278 61,811

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境衛生

施策の展開方向

タイトル

斎場・墓地の運営及び維持管理の充実

指標①

62ページ

資源が循環し快適に暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

合　計

R01

H29（決算）R03時点

静香苑環境施設組合負担金

H30（決算）

95,909 93,538

88,278

95,909

88,278

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

436,132

432,532

実績値

96,596



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

斎場・墓地の運営及び維持管理の充実

　効率的な施設運営を図り、火葬炉大規模改修工事（9年計画）により計画的な改修を行っていきます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　築年数の経過に伴い、効率的な施設の管理・運営が求められています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　火葬炉大規模改修工事【9年計画（※）】を実施しました。
　耐火材積替（1炉分：3号炉）及び、電気設備関係更新・修繕（2炉分：2号炉、3号炉）を行いました。
　（※）令和元年度に動物炉の改修を追加したため、8年計画が9年計画に変更となりました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標②

事業の見直し余地
（改善点）

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　築年数の経過に伴い、施設の適切な維持管理のため、計画的に火葬炉大規模改修工事（9年計画）を行っていくとともに、
必要に応じて設備の修繕等を行っていきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　耐火材積替（1炉分：2号炉）及び、電気設備関係更新・修繕（2炉分：1号炉、5号炉）を行います。

指標
（予定）

【静香苑利用状況】 （単位：件） （単位：件）

R01 R02 増減率 R01 R02 増減率

火葬 844 832 -1.4％ 297 280 -5.7％

式場 301 290 -3.7％ 116 96 -17.2％

法要室 11 13 18.2％ 7 5 -28.6％

霊安室 32 43 34.4％ 14 15 7.1％

動物の火葬 266 253 -4.9％ 97 98 1.0％

全体 （参考）上牧町のみ



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

③

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

住宅

宅地開発指導

総合戦略 の取組

町民が安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 64ページ

基本施策

施策の展開方向

タイトル

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

都市計画係

H30

高齢者と若者が共生し、お互いが助け合い一人ひとりが自立した生活を過ごせ、町内の既存住宅を有効活用でき、町民が安心して住み
続けられるまちを目指します。

【県の開発指導要綱に則った関係課連携による規制・指導】

　宅地開発に対し、良好な生活環境の形成と秩序あるまちづくりの実現に向けた取組を行います。また、本町で行われる開発行為につ
いて関係各課と事前協議を行い、上牧町としての意見書を取りまとめ開発事業者に対し指導を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

0

0 0

0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　開発指導要綱の改定に向けて参考になるような他市町村の開発指導要綱の調査を行い、内容について研究していきたいと
考えています。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　宅地開発に対し、良好な生活環境の形成と秩序あるまちづくりの実現に向けた取組を行います。また、本町で行われる開
発行為について関係各課と事前協議を行い、上牧町としての意見書を取りまとめ開発事業者に対し指導を行います。特に開
発地が通学路に面している場合は、十分な交通安全対策を講ずるように開発業者に対し、関係各課と協議をして指導を行っ
ていきます。
　開発指導要綱の改定に向けて参考になるような他市町村の開発指導要綱の調査を行い、内容について研究していきます。

指標
（予定）

評価

宅地開発指導

　上牧町開発指導要綱に基づいて開発指導を行っていますが、今後県の開発指導要綱（開発許可制度に関する審査基準集）の更新や人
口減少等時代の変化に合わせて、将来的には上牧町の特性に対応した開発指導要綱の見直しが必要になってくると考えられます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　調和のとれた地域開発によって公共福祉の増進に努めていかなければなりませんが、人口減少に伴い今後新たな開発が行われる機会
は減少すると考えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年度において、開発事前協議は3件指導いたしました。3件の内訳は、分譲宅地1件、店舗1件、倉庫1件を指導しました。その中
で特に重点的に指導した内容として、宅地開発については、開発地の出入口が通学路に面しているため、関係各課と協調して安全対策
を徹底するよう指導しました。店舗開発については、開発地の自治会への事前説明がなく過去に問題となった経緯があるため、地元自
治会と確実に協議するように指導しました。倉庫開発については、開発地周辺が住宅地であることから、騒音及び悪臭等住環境への影
響がない計画とするよう指導しました。
　また、開発許可申請については2件、宅地造成許可申請については1件の申請があり、内容を検討した結果都市計画法上問題ないこと
が確認できたため、「都市計画法上支障がないこと」を副申しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

③

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

9,184

7,503 9,184 9,184

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

7,503

実績値

①計画通りに実施した

9,091 9,106

成果指標名

9,091 9,106

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

住宅管理係

H30

高齢者と若者が共生し、お互いが助け合い一人ひとりが自立した生活を過ごせ、町内の既存住宅を有効活用でき、町民が安心して住み
続けられるまちを目指します。

【公営住宅の適正な維持管理】【あらゆる世代に向けた住宅の整備】

　維持管理については、今まで通り、継続していきます。長寿命化計画を策定し、今後の課題や問題点等を整理した上で、計画的に住
宅整備を行っていきます。住宅使用料については、督促状の確実な発送、口座振替手続き変更を促します。過年度分の滞納家賃につい
ては、適切な滞納整理業務を行っていきます。収入申告時の確認事項について、追加項目を設け適切な住宅管理に努めます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

基本施策

9,1847,503

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

9,091

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

9,184 9,184

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

住宅

施策の展開方向

タイトル

公営住宅の再整備

指標①

64ページ

町民が安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

合　計

R01

H29（決算）R03時点

公営住宅維持管理事業

H30（決算）

9,106 7,503

11,825

9,106

11,825

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

44,068

46,709

実績値

9,091



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

公営住宅の再整備

　住宅使用料については、督促状を発送するだけではなく、入居者の現状を把握する必要があります。また、困窮している場合は福祉
部局と連携を取っていきます。長寿命化計画が完成したことにより、今後の方向性を明確化していく必要があります。改良住宅につい
ては、政策空家25件の屋内外の現状を調査する必要があります。また、応能応益家賃として賃貸する見直しが急務と考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　修繕（維持管理）件数　町営住宅38件、改良住宅17件（修繕内容：屋根雨漏り、壁修繕等）
　住宅使用料の徴収率
　　令和元年度　町営住宅81.9％、改良住宅92.0％、町営住宅駐車場87.9％
　　令和2年度　 町営住宅81.1％、改良住宅94.1％、町営住宅駐車場91.9％
　督促状発送状況　町営住宅247件、改良住宅141件、町営駐車場115件
　住宅整備については、
　　町営住宅・・・町営第1・2住宅は解体除却、町営第3・4住宅は用途廃止を検討、町営第5・6住宅は長寿命化を図ります。
　　改良住宅・・・政策空家25件を町営住宅とみなして賃貸する予定です。
　収入申告時に全住宅入居者あてに請書の見直しを行い、保証人が設置できない場合は、緊急連絡先を届け出してもらいました。

　不特定多数に発生する修繕については、今まで通り、迅速に対応する必要があると思われます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　維持管理については、適正に実施しました。受託使用料については、督促状、催告状を発送しました。

　住宅整備の現状
　町営住宅　　　　管理戸数223戸　入居戸数156戸　空家戸数　67戸
　　町営第1住宅：管理戸数　35戸　入居戸数  35戸　空家戸数　 0戸　除却戸数　2戸（転出等）
　　町営第2住宅：管理戸数　60戸　入居戸数  37戸　空家戸数　23戸
　　町営第3住宅：管理戸数　20戸　入居戸数  13戸　空家戸数　 7戸
　　町営第4住宅：管理戸数　30戸　入居戸数  16戸　空家戸数　14戸
　　町営第5住宅：管理戸数　54戸　入居戸数  41戸　空家戸数　13戸
　　町営第6住宅：管理戸数　24戸　入居戸数  14戸　空家戸数　10戸
　改良住宅　　　 管理戸数 199戸　入居戸数 174戸　空家戸数　25戸

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標②

事業の見直し余地
（改善点）

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　長寿命化計画が完成したことにより、具体的な方向性を示す必要があるため、町営住宅運営基本方針策定委員会を設置し
ます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　維持管理については、今まで通り継続していきます。長寿命化計画に基づいて運用していきます。住宅使用料について
は、督促状の確実な発送、口座振替手続きへの変更を促します。過年度分の滞納家賃については、債権管理条例に基づい
て、適切な滞納整理業務を行っていきます。
　長寿命化計画が完成したことに伴い、令和3年度において、町営住宅運営基本方針策定委員会を設置し、具体的な方向性に
ついて検討を進めていく予定です。

指標
（予定）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

③

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0

0 347

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

町内空き家の利活用戸数 有効活用率 ％ 0 ー

町内の住宅における耐震化
率

上牧町耐震改修促進計画 ％ 84.8 ー

成果指標名

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

都市計画係

H30

高齢者と若者が共生し、お互いが助け合い一人ひとりが自立した生活を過ごせ、町内の既存住宅を有効活用でき、町民が安心して住み
続けられるまちを目指します。

【空き家バンク登録物件説明会開催】【登録物件調査及び活用事例の紹介】【空き家情報の発信】【貸主と借主との仲介】

　特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュと共同で「空き家セミナー・相談会」を開催します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① 空き家・空き地バンク登録件数（累計）

目標（値）

10件

基本施策

施策の展開方向

タイトル

0 3470

23.空き家利活用の推進

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

0 0

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

0

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

住宅

空き家活用プロジェクト

総合戦略 の取組

町民が安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 64ページ

企画財政課

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

0 0

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点

空き家相談窓口・空き家バンク支
援業務委託料

H30（決算）

0 0

R01
（2019年）

20
ー

ー

89.8
95 96

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

347

10

実績値

ー

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ □ ■

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

独自

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 空き家・空き地バンク登録件数（累計）

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

空き家活用プロジェクト

事業の見直し余地
（改善点）

　空き家バンクの登録件数の増加のための取組は必要ですが、空き家バンク運営のみにとらわれず、多方面に渡る空き家問題に対し、
包括的に取り組む必要があります。
　空き家・空き地バンク情報等のインターネット情報を広報に掲載していきます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　少子高齢化の進展に伴い、今後も空き家件数は増加していくことが見込まれるため、空き家に関する問題についても増加すると考え
られます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュと共同で「空き家セミナー・相談会」の開催しましたが、利活用戸数の有効活用率上昇に
つながりませんでした。
　空き家バンク登録登録物件数　3件

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

3件

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　空き家問題の分野は多岐に渡るため、関係各課と連携を図りながら、空き家問題の取組に詳しい特定非営利活動法人 空き
家コンシェルジュの知恵を借りることで、空き家対策に取り組んでいく必要があります。
　空き家所有者に対して空き家について考える機会を増やすため、空き家・空き地バンク情報の紹介や空き家コンシェル
ジュへの相談窓口案内等を広報にてお知らせしていくことを検討していきます。

95%

10件

10%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　住民に広く空き家の利活用についての見識を深めるため、今後も特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュに協力してい
ただき、空き家相談会の開催を継続します。
　空き家バンクや空き家相談会の情報を空き家所有者へ訴求できる方法として税務課に協力のもと、固定資産税請求時に案
内を送ります。また、空き家実態調査時に行ったアンケートにより判明した利活用に興味を示されている空き家所有者に対
しても案内状の送付を考えていきます。不動産流通に乗らないような空き家についても、先進的な取組を行っている空き家
コンシェルジュと連携することで解決できるよう検討していきます。
　町内空き家の実態を調査し、所有者に対して空き家の今後の方向性を確認してもらいます。その調査実施に伴い、各自治
会にて保有している空き家情報の提供依頼も実施します。また、空き家情報等を広報にて掲載していくことを検討していき
ます。

指標
（予定）

町内の住宅における耐震化率

町内空き家の利活用戸数

空き家・空き地バンク登録件数（累計）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

③

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

0

0

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

住宅

施策の展開方向

タイトル

UR団地の活用による若者世帯の定住促進

指標①

64ページ

町民が安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

UR住宅における年間転入者数

目標（値）

110人

基本施策

24.UR住宅の活用及び入居促進

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期） H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

企画財政課

総合企画係

H30

高齢者と若者が共生し、お互いが助け合い一人ひとりが自立した生活を過ごせ、町内の既存住宅を有効活用でき、町民が安心して住み
続けられるまちを目指します。

【UR団地の活用協議】【UR団地への入居促進】

　UR都市機構と連携し、「地域医療福祉拠点化の推進」以外の事業についても連携の可能性について協議を行うとともに、入居促進の
取組として、UR西大和片岡台の整備方針を踏まえて、UR都市機構と相談しながら啓発活動やリノベーションに関する要望等を行う予定
です。その他、UR都市機構が実施する新型コロナウイルス感染症関連支援策（入居制度の拡充）について、関連部局を通して事業の周
知を行うなど、UR都市機構が行う事業のサポートについても実施していく予定です。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

0

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

①計画通りに実施した

0 0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　UR都市機構との連携で類似の支援を実施している他団体にヒアリングを行うなど、今後も引き続き実現に向けた情報収集
を行いながら、UR都市機構との協議を継続していきたいと考えます。

110人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　引き続きUR都市機構と連携し、「地域医療福祉拠点化の推進」以外の事業についても連携の可能性について協議を行うと
ともに、入居促進の取組として、UR西大和片岡台の整備方針を踏まえて、UR都市機構と相談しながら啓発活動やリノベー
ションに関する要望等を行う予定です。また、総合計画（後期基本計画）の策定にあたり、UR都市機構との連携によるまち
づくりにおいて、実現可能な取組内容（目標）についても協議を行います。

指標
（予定）

UR住宅における年間転入者数

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　若者の移住・定住促進につながる取組として、リノベーションやDIYに対する支援制度など、若者に好まれる環境整備の支援が考えら
れますが、協議が進展していない状況です。UR都市機構との連携で類似の支援を実施している他団体に、どのような方法（費用負担
等）で実現できたのかなどについてヒアリングを行うなど、今後も引き続き情報収集を行いながら、UR都市機構との協議を継続してい
きたいと考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　UR西大和片岡台については、今後も人口減少が深刻化していくことが予想されており、今後の活用や入居促進について、UR都市機構
と行政間での具体的な協議・取組を望む住民は増えています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　UR都市機構との協議においては、令和3年度に策定する総合計画や総合戦略における、URとの取組の位置づけなどについての議論が中
心となり、入居促進に関して、他自治体で実施していることの横展開等について要望しましたが、新型コロナウイルス感染症関連支援
策（入居制度の拡充）や既存の割引サービスの紹介にとどまりました。また、令和元年度から連携している「地域医療福祉拠点化の推
進」について、西大和片岡台団地における生活支援アドバイザー（※）の新規配置に向けた取組が進められる予定でしたが、令和2年度
は実現に至りませんでした。

（※）生活支援アドバイザーとは
高齢者の見守り・生活相談・交流促進を行うとともに、日頃から高齢者と地域関係者をつなぐ役割を担います。

【UR都市機構との勉強会】
平成29年度　…　1回（UR都市機構の計画・方針の確認、UR西大和片岡台の課題の共有等）
平成30年度　…　5回（連携内容についての協議等）
令和元年度　…　3回（「地域医療福祉拠点化の推進」に係る調整、施設改修（リノベーション、外壁塗装等）方針の確認等）
令和 2年度　…　3回（新型コロナウイルス感染症関連支援策の情報提供、既存サービス・事例紹介、総合計画の策定方針・スケジュー
ル確認等）

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

110人

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① UR住宅における年間転入者数

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

UR団地の活用による若者世帯の定住促進

96 93

75 79

103
110

H27 H28 H29 H30 R01 R02

【UR住宅年間転入者数（人）】



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

③

⑤

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

①計画通りに実施した

0 0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

企画財政課

総合企画係

H30

高齢者と若者が共生し、お互いが助け合い一人ひとりが自立した生活を過ごせ、町内の既存住宅を有効活用でき、町民が安心して住み
続けられるまちを目指します。

【同居・近居相談窓口の設置】

　UR都市機構と協議を行い、同居・近居支援を含めた活用・入居促進について検討していきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

基本施策

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期） H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

住宅

施策の展開方向

タイトル

同居・近居支援

指標①

64ページ

町民が安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

0

0

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ □ ■

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

ー

ー

ー

ー

実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

同居・近居支援

　同居・近居に関する相談に対し、様々な選択肢を提案できるように内容の拡充や体制の確立が必要であると考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢化が進行するに伴い、親世代との同居や近居の支援に関するニーズは増えてくると考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　UR住宅の活用協議の中で、UR都市機構が提供している既存のサービス「近居割」について紹介していただき、同居・近居に関する問
い合わせ対応用の資料の提供を受けましたが、支援体制の構築に至らず、同居・近居に関する問い合わせもありませんでした。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標②

事業の見直し余地
（改善点）

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　同居・近居に関する相談に対し、様々な選択肢を提案できるよう内容の拡充や体制の確立に向けた取組を進めていきま
す。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　同居・近居も含め、移住に関する問い合わせに対応できる体制づくりと問い合わせを呼び込む情報発信について、他の自
治体の事例の調査・研究を行います。また、体制づくりの一環として、UR都市機構との協議の中で同居・近居支援を含めた
活用について検討していく予定です。

指標
（予定）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

④

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

46,070

79,374 196,000

25,742 102,505 196,000

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

25,742

実績値

　上牧町水道事業管理棟耐震補強工事基本・詳細設計業務について、発電機入替に伴う耐震構造の見直しが発生した
ことにより、令和2年度中での業務完了が困難となり、令和3年度への繰越事業とし令和3年度完成予定となりました。
　その他については、計画通り実施しました。

25,000

有収率 有収水量÷県水受水量 ％ 93.5 93.19

配水管（工事請負費）

水道施設耐震化事業

40,205

0 24,949 143,000

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

④計画を変更して実施した

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

上下水道課

工務係

H30

効率的・計画的に維持管理された施設・管路からは安全でおいしい水が安定供給されるとともに、下水道の整備により衛生的な生活や
水環境の保全、雨水・災害時の安全対策が進んだ清潔で快適なくらしができるまちを目指します。

【周辺町と連携した広域経営の検討】【配水タンクの更新事業の検討】【計画的な維持管理と更新】

　水道施設の適正な管理により、安定した供給が行えるよう、配水管の耐震化を進め、おいしい水と安定した水道事業の適正な運営に
努めます。
委　託　料：水道メーター検針・電気計装設備保守点検等を実施します。
委　託　料：電算機保守委託料・水道料金集金委託等を実施します。
委　託　料：上牧町水道事業管理棟耐震補強工事基本・詳細設計業務を実施します。
委　託　料：上牧町水道事業配水池耐震化に伴う詳細設計業務を実施します。
委　託　料：桜ヶ丘地区、滝川台地区の漏水調査業務を実施します。
工事請負費：町道・米山台21・24・25号線配水管布設替え工事を実施します。
工事請負費：町道・米山台24・25号線配水管布設替え工事を実施します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

基本施策

0 15,596

施策の展開方向

タイトル

16,621 28,00022,904

20,304 2,838

0

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

2,838 58,798

18,758 28,000

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

20,829

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

上水道・下水道

安定した給水体制の構築

総合戦略 の取組

おいしい水と安定したインフラ設備が整ったまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 66ページ

25,000

143,0000

20,829 25,766

61,034 46,070
合　計

R01

40,205 20,304

H29（決算）R03時点

委託料

H30（決算）

25,766 22,904

47,157

0 0

R01
（2019年）

93.50

93.95
93.8 94.1

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

431,351

408,220

実績値

61,034



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

安定した給水体制の構築

事業の見直し余地
（改善点）

　水道施設の老朽化に伴い施設維持管理の強化が求められており、管路耐震化更新計画の早期策定、また、策定後の更新計画を円滑に
実施していくことにより、管路の健全化につながるものと考えております。
　また、県域水道の一体化に向けて県・各市町村と連携して事業を進めており、今後の国、県の動向を見据えて随時検討していきま
す。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　水道施設の老朽化が深刻化しており、管路の漏水また地震等による管路破損などが懸念されるなか、安定した水道水の供給を行うた
め、施設維持管理体制の強化が求められております。
　また、県内水道事業一体化に向けた動向があり、国、県の動向に注意しながら引続き今後の状況を見ていきます。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　水道施設の適正な管理により、安定した供給が行えるよう、配水管の耐震化を進め、おいしい水と安定した水道事業の適正な運用に
努めています。
　奈良県域水道事業等の統合に関して、令和2年度では基本方針の策定・覚書の締結を実施しました。
　委託料及び配水管（工事請負費）については、一部計画どおり行いました。

委　託　料：水道メーター検針・電気計装設備保守点検等を実施しました。
委　託　料：電算機保守委託料・水道料金集金委託等を実施しました。
委　託　料：上牧町水道事業管理棟耐震補強工事基本・詳細設計業務を実施し一部完了しました。
委　託　料：上牧町水道事業配水池耐震化に伴う詳細設計業務を実施しました。
委　託　料：桜ヶ丘地区、滝川台地区の漏水調査業務を実施しました。
工事請負費：町道・米山台21・24・25号線配水管布設替え工事を実施しました。
工事請負費：町道・米山台24・25号線配水管布設替え工事を実施しました。

≪町道 米山台21･24･25号線配水管（総延長＝222ｍ）について≫
　【更新前】21号線　布設年/昭和50年　管種/VP　口径/30mm　　【更新後】管種/DIP－GX　口径/75㎜
　　　　　　24号線　布設年/昭和50年　管種/VP　口径/50㎜　　　　　　　管種/DIP－GX　口径/75㎜
　　　　　　25号線　布設年/昭和50年　管種/VP　口径/50㎜　　　　　　　管種/DIP－GX　口径/75㎜

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

【管路耐震化更新計画の策定】
　管種・布設年度等のデータを基に管路更新の優先順位を定めます。
　耐震管を用いた管路を形成することにより耐震化を図ります。
【管路の健全化】
　管路更新計画を基に優先度の高い箇所より計画的に実施します。

94.10%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　県域水道一体化に向けて、令和3年度の動向として、準備室の業務開始、企業団設立協議会の設置・企業団基本計画の策定
が予定されており、各市町村で対応を進めます。
　令和3年度事業としては、水道事業配水池耐震化工事の実施及び服部台明星線整備に伴う水道管布設工事の実施を予定して
います。
　今後大口径の漏水事故を繰り返さない為にも、管路耐震化更新計画の策定が必須であり、令和3年度において本計画の策定
を予定しています。また、管路耐震化更新計画の策定を優先できるよう人員配置についても再考を行い、運営強化を目指し
ます。
　また、水道料金の引下げを予定しており、滞りなく対応できるよう準備を行います。

指標
（予定）

有収率

【有収率（％）】

H28 H29 H30 R01 R02

93.86 93.80 93.05 93.19 93.95



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

④

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

5年間累計

96.5 97.3

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

316,000

321,871

実績値

49%

0

12,000 9,834 0

R01
（2019年）

0 0

66,000

62,381
合　計

R01

6,000

0 0

H29（決算）R03時点

公共下水道事業（葛下川第5処理分
区北上牧地区汚水管渠）

H30（決算）

16,000 16,000

20,0000

0

公共下水道事業（滝川第1処理分区
新町地区汚水管渠）

0

48,000

8,000

78,000 67,490

78,000 59,000

16,000

48,000 66,000

5,383 15,290

65,000

17,000

0 12,000

水洗化人口÷処理区域内人口 ％ 95.7 96.65
96.40

96.40

37,200

0

20,000 20,000

20,000 20,000 20,104

30,000

20,000

30,000 9,000 0

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

18,000

H29

事
業
費

下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

下水道地方公営企業法適用事業

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

上水道・下水道

下水道の普及

総合戦略 の取組

おいしい水と安定したインフラ設備が整ったまち

指標④

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 66ページ

20%

15,000

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

0 0

16,000 16,000

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

上下水道課

工務係

H30

効率的・計画的に維持管理された施設・管路からは安全でおいしい水が安定供給されるとともに、下水道の整備により衛生的な生活や
水環境の保全、雨水・災害時の安全対策が進んだ清潔で快適なくらしができるまちを目指します。

【下水道長寿命化計画の策定】【老朽管渠の改築と更新】

①葛下川第5処理分区（北上牧地区）及び、滝川第1処理分区（新町地区）の普及促進を行うべく、未整備地区における面的整備を実施
します。・（北上牧地区）開削工法φ200㎜　工事延長L=152m　・（新町地区）開削工法φ200㎜　工事延長L=84m

②西大和第1処理分区（片岡台地区）の長寿命化計画による改築工事を実施します。・工事延長L=112m・改築率は、100%となる予定
③下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づき、西大和第2処理分区（片岡台地区）の修繕改築計画の策定及び、西大和第1処理分区（桜ヶ丘の一部
地区）、滝川第1処理分区（葛城台の一部地区）において調査・診断業務を実施します。・調査・診断延長L=1,800m　　　　　　　　④
下水道事業公営企業会計適用に向けての移行作業として、基本計画を策定します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① 下水道管渠整備延長

下水道事業公営企業法適用業務作業達成率

下水道長寿命化計画改築率 目標（値） 100%

236m

関連部局

基本施策

30,000 10,560

施策の展開方向

タイトル

16,500 016,000

30,000

18,000

30,000 30,000

指標③ 目標（値）下水道ストックマネジメント計画に伴う調査・診断達成率

12,000公共下水道事業（滝川第1処理分区
服部台地区汚水管渠）

下水道長寿命化対策事業（西大和
第1処理分区片岡台地区汚水管渠）

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

成果指標名
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

実績値

水洗化率



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

独自

独自

独自

独自

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

　下水道未整備地区からの管渠整備への要望が多いこと。また、西大和地区の下水道管渠については、敷設40年以上経過している管渠
も多く老朽化が進んでいるため、改築更新事業を行っていく必要が生じています。

A.目標よりも大きな成果が得られた

独自の指標④ 下水道事業公営企業法適用業務作業達成率 20%

①葛下川第5処理分区（北上牧地区）及び、滝川第1処理分区（新町地区）の面的整備において、予定通り設定した区間整備を実施する
ことができました。
②西大和第1処理分区（片岡台地区）の長寿命化計画については、本年度計画した改築工事が完成したことにより、改築率が100%とな
り、本計画は終了となりました。
③下水道管渠の老朽化対策である下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づき、築造年度の古い西大和第2処理分区（片岡台地区）の修繕改築計画
を完成させ、また、西大和第1処理分区（桜ヶ丘の一部地区）及び、滝川第1処理分区（葛城台の一部地区）の調査・診断業務
（L=2,506m）が完成したことにより、達成率が53%になりました。
④下水道事業公営企業会計適用に向けての移行作業として、基本計画を策定すると共に固定資産評価ﾏﾆｭｱﾙの作成も行いました。
〇水洗化率等は事業の分析表のとおりであり、令和2年度当初に北上牧の一部地区においての供用開始に伴い処理区域内人口が増加した
ことにより、水洗化率が96.26%と低下はしたものの、未接続家庭への個別訪問等を行い水洗化率向上に向けた取組を行った結果、目標
値である96.40%にまで向上させることができました。

評価の根拠及び理由

ニーズの方向性

評価

独自の指標② 下水道長寿命化計画改築率 実績（値） 100%

下水道の普及

239.3m独自の指標① 下水道管渠整備延長

C.目標とする成果は得られなかった

96.50%

57.0%

66.0%

7.0%

278m

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　都市計画道路（服部台明星線）新設に伴い、滝川第1処理分区（服部台地区）の管渠整備工事を実施し、滝川第1処理分区
（葛城台の一部地区）において、下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に伴う調査・診断業務を実施すると共に、西大和第2処理分区（片
岡台1丁目地区）においては、改築工事を実施します。
　下水道事業公営企業会計適用に向けて、下水道固定資産の調査・評価を実施します。
　水洗化率については、令和3年度目標値に達するよう水洗化への啓発活動を行っていきます。

指標
（予定）

水洗化率

下水道管渠整備延長

下水道ストックマネジメント計画改築率

下水道ストックマネジメント計画に伴う調査・診断達成率

下水道事業公営企業法適用業務作業達成率

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　下水道未整備地区（北上牧地区の一部）においては、事業整備計画に基づき計画的な工事発注を行い管渠の整備を促進
し、町民の生活環境の向上を図ります。なお、（新町地区の一部）については、令和2年度で完了し(服部台地区の一部)につ
いては、令和3年度完了予定となっております。
　下水道管渠の老朽化対策については、片岡台2丁目地区での長寿命化計画による改築工事が令和2年度で完了となり、引き
続き片岡台1丁目地区において、下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に伴う改築工事を進めていきます。
　下水道事業公営企業会計適用に向けて、令和2年度に移行作業を実施し令和5年度移行を目指します。

B.現状と変わらない

実績（値）

評価

独自の指標③ 下水道ストックマネジメント計画に伴う調査・診断達成率 実績（値） 53%

B.概ね目標の成果が得られた

事業の見直し余地
（改善点）

　事業の整備計画変更等により、将来計画に伴う施工箇所を見直していくと共に、町民からの要望に沿うよう事業を進めていきます。
また、今後の補修整備については、ライフライン確保の観点からも早急な補修が要求されます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

A.増加する傾向にある C.減少する傾向にある

評価

【普及率及び水洗化率】

年度 住民基本台帳人口 処理区域内人口 普及率 水洗化人口 水洗化率 処理区域面積 備考

H29 22,642人 21,496人 94.94％ 20,713人 96.36％ 381.46ha 確定

H30 22,390人 21,373人 95.46％ 20,611人 96.43％ 381.54ha 確定

R01 22,212人 21,194人 95.42％ 20,485人 96.65％ 382.12ha 確定

R02 22,057人 21,111人 95.71％ 20,352人 96.40％ 382.15ha 確定

R03 21,800人 21,019人 96.42％ 20,284人 96.50％ 384.50ha 推測



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑤

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

939 1,000

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

1,060

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

歩道のバリアフリー整備状
況

町内歩道における段差解消・点
字ブロック等の整備率

％ 10 23

0

777 940

1,060

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

公園緑地管理係

H30

誰もが安心して快適に移動できる歩行空間が整備され、また、公共施設においても高齢者や子育て世帯が安心して利用できるなど、安
全で快適な公共空間が充実するまちを目指します。

【主要道路のバリアフリー整備】

　上牧町バリアフリー基本構想に基づく事業等の円滑な推進を図るため、「上牧町バリアフリー基本構想推進協議会」の運営を行いま
す。
　上牧町バリアフリー基本構想庁内検討委員会及び推進協議会により、特定事業計画書を取りまとめます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

基本施策

施策の展開方向

タイトル

777 9401,060

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

939 1,000

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

0

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

バリアフリー

道路改修等に合わせたバリアフリー化

総合戦略 の取組

安全で快適な公共空間が充実するまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 68ページ

0 0

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点

バリアフリー対策事業

H30（決算）

0 1,060

R01
（2019年）

23

23
20 50

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

2,999

2,777

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

ー

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　上牧町バリアフリー基本構想を策定したことにより、今後は本基本構想をもとに環境整備を行う予定ですが、事業の見直しにつきま
しては、現地の状況調査等をした上で、できるところからバリアフリー化を検討していきたいと考えています。
　バリアフリー基本構想推進協議会を中心として適宜事業の評価を行い必要に応じて見直しを行うPDCAサイクルにより、事業スケ
ジュールの適正な管理と事業の質の確保を行っていく必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　バリアフリー重点地区内における町道歩道部の点字ブロック整備延長
　　点字ブロック整備延長　整備済延長／総延長　455m／1,985m　23%

　高齢化や障がい者の移動について、地形上の問題から徒歩による移動の円滑化や移動手段の充実を求めるニーズは今後も増えてくる
と考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

バリアフリー基本構想推進協議会の開催（新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から書面開催としました）
　令和2年12月　第1回上牧町バリアフリー基本構想推進協議会開催（書面開催）「特定事業計画（検討）」
　令和3年 3月　第2回上牧町バリアフリー基本構想推進協議会開催（書面開催）「特定事業計画（案）」
上牧町バリアフリー基本構想庁内検討委員会の発足、開催
　上牧町バリアフリー基本構想庁内検討委員会開催
　参加所属（総務課、生活環境課、福祉課、こども支援課、教育総務課、社会教育課、政策調整課、生き活き対策課）
　開催日・参加人数　令和3年1月（9人）、令和3年2月（10人）、令和3年2月（8人）
対策工事
　奈良県高田土木事務所管轄である中筋出作川合線において、中筋出作川合線歩道工事が発注されました。
　（工事延長　L=560m、工事場所 白鳩保育園から米山台憩の家）

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

道路改修等に合わせたバリアフリー化

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　本基本構想の推進にあたっては、PDCAサイクルを機能させながら進行管理を行うこととしており、本基本構想において課
題の残る部分についてはブラッシュアップを図るとともに、事業の実施にあたっては、バリアフリー基本構想計画書に則り
特定事業計画を行うことで事業の推進を図ります。
　また、上牧町バリアフリー基本構想推進協議会を開催し、基本構想策定後の段階的、継続的な取組（スパイラルアップ）
に向けての体制づくりを行っていき、進捗状況の把握、事業評価、その他の効果の検証、評価を踏まえた計画等の見直しを
行っていきます。

23%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　バリアフリー基本構想推進協議会を開催します。（3回）
　庁内検討委員会を開催します。（2回）
　特定事業計画を策定します。（修正から成案）

  奈良県高田土木事務所管轄
　　工事名　中筋出作川合線歩道工事（現道の段差を解消する工事）
　　工　期　令和3年1月25日から令和3年6月30日　中筋出作川合線歩道工事
　　延　長　L=560m

指標
（予定）

歩道のバリアフリー整備状況



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑤

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

1,944

1,944

実績値

1,944
合　計

R01

H29（決算）R03時点

上牧町バリアフリー基本構想策定
支援委託業務

H30（決算）

0 0

0

0

0

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

バリアフリー

施策の展開方向

タイトル

子どもや高齢者目線のバリアフリー整備の推進

指標①

68ページ

安全で快適な公共空間が充実するまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

00

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

1,944

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

0 0

1,944 0

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

公園緑地管理係

H30

誰もが安心して快適に移動できる歩行空間が整備され、また、公共施設においても高齢者や子育て世帯が安心して利用できるなど、安
全で快適な公共空間が充実するまちを目指します。

【公共施設のバリアフリー整備】

　上牧町バリアフリー基本構想に基づく事業等の円滑な推進を図るため、「上牧町バリアフリー基本構想推進協議会」の運営を行いま
す。
　上牧町バリアフリー基本構想庁内検討委員会及び推進協議会により、特定事業計画書を取りまとめます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

0

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

①計画通りに実施した

1,944 0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　本基本構想の推進にあたっては、PDCAサイクルを機能させながら進行管理を行うこととしており、本基本構想において課
題の残る部分についてはブラッシュアップを図るとともに、事業の実施にあたっては、バリアフリー基本構想計画書に則り
特定事業計画を行うことで事業の推進を図ります。
  平成30年に策定した上牧町バリアフリー基本構想の見直し時において、重点整備地区並びに特定事業の修正項目として、
避難場所に指定されている公園を高齢者や体が不自由な方が災害時においても安全に避難ができるように、公園出入口のバ
リアフリー化を実施できるような計画等を取り入れ、すべての町民の安全を確保できるよう進めていきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　バリアフリー基本構想推進協議会を開催します。（3回）
　庁内検討委員会を開催します。（2回）
　特定事業計画を策定します。（修正から成案）

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　上牧町バリアフリー基本構想を策定したことにより、今後は本基本構想をもとに環境整備を行う予定ですが、事業の見直しについて
は、現地の状況調査等をした上で、できるところからバリアフリー化を検討していきたいと考えています。
　バリアフリー基本構想推進協議会を中心として適宜事業の評価を行い必要に応じて見直しを行うPDCAサイクルにより、事業スケ
ジュールの適正な管理と事業の質の確保を行っていく必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢化や障がい者の移動について、地形上の問題から徒歩による移動の円滑化や移動手段の充実を求めるニーズは今後も増えてくる
と考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

バリアフリー基本構想推進協議会の開催（新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から書面開催としました）
　令和2年12月　第1回上牧町バリアフリー基本構想推進協議会開催（書面開催）「特定事業計画（検討）」
　令和3年 3月　第2回上牧町バリアフリー基本構想推進協議会開催（書面開催）「特定事業計画（案）」
上牧町バリアフリー基本構想庁内検討委員会の発足、開催
　上牧町バリアフリー基本構想庁内検討委員会開催
　参加所属（総務課、生活環境課、福祉課、こども支援課、教育総務課、社会教育課、政策調整課、生き活き対策課）
　開催日・参加人数　令和3年1月（9人）、令和3年2月（10人）、令和3年2月（8人）
　奈良県高田土木事務所管轄である中筋出作川合線において、現歩道の段差解消事業が発注されました。
　（工事延長　L=560m、工事場所 白鳩保育園から米山台憩の家）

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

子どもや高齢者目線のバリアフリー整備の推進



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

115

115

実績値

23
合　計

R01

H29（決算）R03時点

公共施設等美化緑化推進事業

H30（決算）

23 23

23

23

23

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

施策の展開方向

タイトル

町民・団体・行政による自然管理

指標①

70ページ

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

2323

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

23

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

23 23

23 23

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

地域活性係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【地域団体の活動支援】

　桜ヶ丘駐輪場花壇の会に、時期に応じた花を植えてもらい景観保全に努めます。
　農業委員会に遊休農地を利用して花を植えてもらい景観保全に努めます。
　「ら・かんまき・笹ゆり」が行っている笹ゆり植栽活動、笹ゆり展開催、笹ゆりの球根をペガサスフェスタへ提供する活動等を支援
していきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

23

23 23 23

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

23

実績値

①計画通りに実施した

23 23



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　全ての団体の活動に対して、広報やホームページへ掲載するなどの周知活動を行うとともに、借り手のない遊休農地を全
ての団体の活動に利用してもらうことで景観保全に努めていきます。また、これら以外の活動団体を募集し本事業の推進に
努めていきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　桜ヶ丘駐輪場花壇の会に、時期に応じた花を植えてもらい景観保全に努めます。
　農業委員会に遊休農地を利用して花を植えてもらい景観保全に努めます。
　「ら・かんまき・笹ゆり」が行っている笹ゆり植栽活動、笹ゆり展開催、笹ゆりの球根をペガサスフェスタへ提供する活
動等を支援していきます。

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　全ての団体の活動に対して周知活動を行えておりません。また、借り手のない遊休農地をピックアップし、全ての団体の活動に利用
できるかを土地所有者と交渉します。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　景観保全目的で植えている花ですが、住民の方からも評判が良く、引き続き活動を続けてほしいとのお声をいただきました。笹ゆり
については、開花時期の5～6月には開花場所や購入に関する問い合わせがたくさん寄せられており、ニーズは高いと思います。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　桜ヶ丘駐輪場花壇の会には、夏にはジニア100本、マリーゴールド100本、冬にはパンジー150本を植えてもらい景観保全に努めまし
た。
　農業委員会には、遊休農地（1筆）を利用して、春はコスモス、冬にはレンゲを植えてもらい景観保全に努めました。
　「ら・かんまき・笹ゆり」については、笹ゆり植栽活動（役場前、上牧小学校、上牧第三小学校、上牧第二中学校、金富公園、桜ヶ
丘公園、2000年会館東側土手、米山台いこいの広場）を行ってもらいました。笹ゆりの球根をペガサスフェスタへ提供する活動や役場
ロビーでの笹ゆりの展示は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止となりました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

町民・団体・行政による自然管理



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

3,108

3,718

実績値

0
合　計

R01

0 649

H29（決算）R03時点

地域で育む里山づくり事業

H30（決算）

911 246

0

0 0

384

246

1,560

630

0

1,2820

0 0

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

施策の展開方向

タイトル

里山の保全

指標①

70ページ

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

0246

649 0

0

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

528

R02時点（中長期）

0

H29

0

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

246 0

0 911

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

地域活性係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【定期的な環境パトロール・啓発活動の実施】【開発指導要綱に基づく開発指導】

　山林等への不法投棄について、月1回程度パトロールを実施するなどの啓発活動を関係課とともに行います。宅地開発に対し良好な生
活環境に配慮した指導の取組及び関係各課での事前協議の実施と指導を行います。上牧町森林整備計画に基づき、森林の伐採等の申請
があった際、計画に沿った申請であるか確認し指導を行います。整備が行き届いていない森林の所有者の方への通知や、里山保全の認
知活動を行います。町内ボランティア団体に、「地域で育む里山づくり事業」を活用し、里山を整備してもらいます。森林環境譲与税
を活用または基金へ積み立てることにより、環境保全に関する事業を推進していきます。有害鳥獣被害防除事業として、山林における
イノシシ等の有害鳥獣の防除活動を展開します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

0
ナラ枯れ被害防除事業

有害鳥獣被害防除事業

0

0 528

成果指標名

1,282

246 774 528

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

246

実績値

①計画通りに実施した

0 1,560



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　里山を保全することによる環境改善や防災対策、鳥獣対策等のメリットがあるということを森林所有者の方へ通知し、認
知してもらう活動を行うとともに、町のHPや広報に掲載します。また、相続されていない森林や所有者不明の森林を少しで
も減らすよう、農業委員会協力のもと周知活動を行っていきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　山林等への不法投棄について、月1回程度パトロールを実施するなどの啓発活動を関係課とともに行います。宅地開発に対
し良好な生活環境に配慮した指導の取組及び関係各課での事前協議の実施と指導を行います。上牧町森林整備計画に基づ
き、森林の伐採等の申請があった際、計画に沿った申請であるか確認し指導を行います。整備が行き届いていない森林の所
有者の方への通知や、里山保全の認知活動を行います。森林環境譲与税を活用または基金へ積み立てることにより、環境保
全に関する事業を推進していきます。有害鳥獣被害防除事業として、山林におけるイノシシ等の有害鳥獣の防除活動を展開
します。

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　里山を保全することによる環境改善や防災対策、鳥獣対策等のメリットがあるということを多くの森林所有者の方は認知されており
ません。また、相続されていない森林や所有者不明の森林も多数存在するため周知活動は必須となっております。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　里山の保全について、上牧町の森林は個人所有のものが大半を占めており、整備が行き届いていない森林も多くみられるので、近年
災害対策等が注目されていることも踏まえると今後ニーズは増えることが予想されます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　整備が行き届いていない森林の所有者の方への通知や里山保全の認知活動をおおむね月1回程度、農業委員会の協力のもと行いまし
た。また同時に不法投棄等が行われていないかの調査も行いました。
　町内ボランティア団体「ラックスフォレスト」に里山（下牧地区　竹林0.1ha）の幼竹伐採等の整備を行ってもらいました。
　今後の森林に関する事業展開や森林被害・事故・災害に備えるため森林環境譲与税（1,642千円）を基金へ積み立てました。
  上牧町の山林におけるイノシシ発生に伴い、里山の保全及び住民への被害を防ぐため猟友会協力のもと防除活動を行い、14頭のイノ
シシを捕獲しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

里山の保全



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

163

163

実績値

0

0 133

0 133
合　計

R01

H29（決算）R03時点

不法投棄禁止啓発事業

H30（決算）

133 0

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

0

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

里山の保全

総合戦略 の取組

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 70ページ

基本施策

施策の展開方向

タイトル

30 00

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

30 0

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

生活環境係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【定期的な環境パトロール・啓発活動の実施】【開発指導要綱に基づく開発指導】

　定期的な巡回パトロールを行い、不法投棄の防止及び監視体制の強化に努めます。
　また、新たな対策として不法投棄抑止装置を購入し、設置（18ヶ所）を予定しています。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

133

30 0

0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

30 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　現状の対策に加え、新たな対策を模索していきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　定期的な巡回パトロールを行い、不法投棄の防止及び監視体制の強化に努めます。

指標
（予定）

評価

里山の保全

　引き続き、定期的な巡回パトロールを行い、不法投棄の防止及び監視体制の強化に努めますが、撲滅したわけではないので、自治会
等との連携を視野に入れ、町全体で監視するイメージで対策を講じます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

【不法投棄防止看板設置場所】
　・北上牧（11ヶ所）・南上牧（11ヶ所）・新町（4ヶ所）・服部台（2ヶ所）・緑ヶ丘（2ヶ所）
　・釘池公園（2ヶ所）・2000年会館（2ヶ所）
【不法投棄抑止装置】
　・南上牧（9ヶ所）・北上牧（9ヶ所）

　「不法投棄防止」の啓発看板について自治会や個人から申請があり、それぞれの管理地において看板を設置しているため、不法投棄
について防止契約の要望があります。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　定期的な巡回パトロール（毎週月曜日実施）により、不法投棄の防止及び監視体制の強化に努めました。
　過去に不法投棄された場所及び看板設置依頼のあった場所（34ヶ所）に対して、「不法投棄禁止」看板を設置を行いました。
　また、不法投棄抑止装置を購入し、町内18ヶ所に設置を行いました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

116

110

実績値

11

11 11

11 11
合　計

R01

H29（決算）R03時点

空地の適正管理事業

H30（決算）

11 30

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

11

H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

環境汚染の防止

総合戦略 の取組

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 70ページ

基本施策

施策の展開方向

タイトル

32 2630

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

32 32

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

生活環境係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【定期的な環境パトロール・啓発活動の実施】【環境汚染に対する適切な対策の実施】

　「上牧町空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例」の規定に基づき、立入調査実通知書②指導書③勧告書④命令に係る事前の
通知書⑤命令書⑥公表に係る事前の弁明の機会の付与通知書⑦過料に係る事前の弁明の機会の付与通知書⑧戒告書⑨代執行令書という
手順に沿って対応します。また上記条例対象外の土地については、「上牧町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例」に基づき指
導を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

11

32 26

30

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

32 32

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

30

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　「上牧町空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例」において想定されない事案については、顧問弁護士の意見と取
り入れ対策していきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　前年度に引き続き、「上牧町空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例」の規定に基づき、立入調査実通知書②指導
書③勧告書④命令に係る事前の通知書⑤命令書⑥公表に係る事前の弁明の機会の付与通知書⑦過料に係る事前の弁明の機会
の付与通知書⑧戒告書⑨代執行令書という手順に沿って対応します。また上記条例対象外の土地については、「上牧町廃棄
物の処理及び再利用の促進に関する条例」に基づき指導を行います。

指標
（予定）

評価

環境汚染の防止

　「上牧町空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例」において、想定されない事案（居所不明者や相続人不明）があるため、今
後においてはそのような場合どのように処理していくか追究していく必要があります。また、町が関与せず所有者が定期的に自身の土
地について適正に管理するよう働きかけていきます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　・上牧町空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例【カッコ内は前年度】
　　①立入調査実施通知書　　36件（43件）　　　②指導書　　　　　　　　　　 4件（11件）
　　③勧告書　　　　　　　　 1件（ 7件）　　　④命令に係る事前の通知書　　 1件（ 4件）
　　⑤命令書　　　　　　　　 1件（ 2件）
　・上牧町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例に基づく通知　　15件（16件）
　以上の結果として、「上牧町空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例」に係る土地所有者から返答があり除草及び樹木伐採を
実施されました。「上牧町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例」に係る所有者については1件返答がなく、未実施となりまし
た。

　空き地に隣接した住民から定期的な清掃が求められています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　「上牧町空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例」の規定に基づき、土地所有者に対して①立入調査実通知書、②指導書、③
勧告書、④命令に係る事前の通知書、⑤命令書の通知を行い、必要な措置を講ずるよう指導しました。
　また、「空き家等及び空き地の適正な管理に関する条例」に該当しない空き地については、「上牧町廃棄物の処理及び再利用の促進
に関する条例」に基づき適正管理に努めるよう指導しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

42

29

実績値

6
合　計

R01

H29（決算）R03時点

大和川流域総合治水対策費

H30（決算）

5 5

0

5

0

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

施策の展開方向

タイトル

環境汚染の防止

指標①

70ページ

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

135

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

6

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

13 13

6 5

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

道路橋梁管理係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【定期的な環境パトロール・啓発活動の実施】【環境汚染に対する適切な対策の実施】

　町域のパトロールを実施し、環境汚染の未然防止と的確な実情把握に努めます。
　大和川流域における水環境の改善のための意識の啓発や水質異常の防止のための啓発活動を毎年2月頃に実施します。また、大和川一
斉清掃及び大和川クリーンデーの一環として、滝川沿線の清掃活動を3月と7月に実施します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

13

5 13 13

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

5

実績値

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から清掃活動を中止しました。

6 5



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ □ ■

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　大和川一斉清掃の一環として、水質改善啓発活動の実施並びに滝川の一斉清掃を実施します。
　今後の活動方針として、現課だけの取組ではなく、現課以外の職員についても協力要請を呼びかけ、また、広報による呼
びかけ以外にも一般参加者の参加人数の増加に向けた取組を検討し、清掃活動規模の拡大に向けた検討を行っていきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　町域のパトロールを実施し、環境汚染の未然防止と的確な実情把握に努めます。
　大和川流域における水環境の意識改善を促し、水質異常を防止するための啓発活動を毎年2月頃に実施します。また、大和
川一斉清掃、大和川クリーンデーの一環としての滝川における清掃については、広報及び自治会回覧を活用し、住民参加型
のボランティアへの呼びかけを行い、3月と7月に清掃活動を実施します。
　ただし、新型コロナウィルス感染防止の観点から社会情勢を注視し、実施の可否について検討します。

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　いかに滝川の清掃活動を有効かつ効率的に進めるか、毎年実施していく中で検討していく必要があります。また、滝川水辺の整備事
業と連携を取り合い、滝川の美化活動について検討する必要があります。
　環境保全について、住民を盛り上げる政策をいかに進めるか検討していく必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

〇滝川　土砂浚渫撤去実績位置図

　滝川の清掃活動について、より多くの活動を要望されることが想定されます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年度については、新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から清掃活動を中止しました。
  滝川河床の堆積土砂撤去工事（高田土木事務所管轄）
　県管理である滝川に対し、土砂の浚渫を要望
　令和2年度は、工事延長 L=700ｍ、堆積土砂の撤去V=1,613㎥、堤防除草A=4,912㎡、塵芥処理A=4,912㎡を実施していただきました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

環境汚染の防止



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

65

23.4
65 75

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

260,739

315,802

実績値

0
合　計

R01

H29（決算）R03時点

滝川遊歩道整備事業

H30（決算）

33,496 36,943

90,363

33,496

90,363

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

施策の展開方向

タイトル

景観緑化

指標①

70ページ

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

滝川遊歩道整備事業進捗率

目標（値）

46.7%

基本施策

155,00036,943

33.滝川を活用したにぎわい創出事業

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

0

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

111,300 79,000 H30　　実施設計
R01～　整備工事

0 33,496

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

都市計画係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【遊歩道整備】【主要道路の良好な都市環境形成の推進】

　滝川右岸において、遊歩道整備工事L＝1,029ｍ、ポケットパーク整備工事A＝191㎡、左岸において遊歩道整備工事L=321ｍを実施しま
す。
　県が「奈良の河川彩づくり事業」として、虹の湯下の町有地において滝川の親水護岸整備工事を実施します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

まちのきれいさや騒音の少
なさなど身の回りの環境に
満足している町民の割合

アンケート調査 ％ ー ー

成果指標名

155,000

36,943 111,300 79,000

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

36,943

実績値

①計画通りに実施した

0 33,496



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　滝川親水護岸整備工事箇所について、農繁期に水を溜めた場合でも通行可能な高さへのかさ上げと防護柵及び門扉を設置
する工事を奈良県高田土木事務所に令和3年度に実施していただきます。

92%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　大学と地元NPOと協働による「滝川における清らかな水辺の創造計画」を実現するため、平成29年度で立案した滝川水辺周
辺地区整備計画について、令和3年度以降以下の通り実施予定です。
　令和3年度　遊歩道整備（左岸）・葛城台地区公園整備
　令和4年度　下牧地区公園整備
　「かんまき笹ゆり回廊」を中心としたにぎわいあるまちづくりを目指して、県と連携して滝川の水辺景観整備を遊歩道整
備後も引き続き行っていきます。

指標
（予定）

滝川遊歩道整備事業進捗率

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　上牧町第5次総合計画において、将来都市構想における都市の骨格となる軸と位置付けている「かんまき笹ゆり回廊」を中心としたに
ぎわいあるまちづくりを目指して、県と連携して滝川の水辺景観整備を今後も進めて行く必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　滝川周辺は野鳥や季節ごとの草木が観察でき、町民にとって身近な散歩道となっています。また、高齢化の進展に伴い住民の健康志
向の高まりもあり、遊歩道整備についての要望は高くなっていると考えられます。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　大学と地元NPOと協働による「滝川における清らかな水辺の創造計画」を実現するため、平成29年度で立案した滝川水辺周辺地区整備
計画（5ヶ年計画）について、令和2年度では、滝川右岸において文化センターから葛城台までの区間の遊歩整備を実施し、左岸におい
ては、まきのは郵便局から滝川台入り口までの区間の遊歩道整備を実施しました。また、県において親水護岸整備工事を実施していた
だきました。その他、滝川河床の堆積土砂撤去工事についても昨年に引き続き実施していただきました。
　〇施設撤去工　　　AS舗装撤去　　　2,468㎡　照明柱撤去　30基
　〇園路広場整備工　カラーAS舗装　　3,488㎡
　〇管理施設整備工　転落防止柵　　　　326ｍ
　〇電気設備工　　　ハンドホール　　　5箇所
　　　　　　　　　　照明柱　　　　　　 33基
　　　　　　　　　　埋設管　　　  1,302.8ｍ
　　　　　　　　　　電線　　　　  1,448.6ｍ

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

46.7%

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 滝川遊歩道整備事業進捗率

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

景観緑化

11.5％
22.6％

46.7％

91.9％
100.0％

H30 R01 R02 R03 R04

【滝川遊歩道整備事業進捗率】



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

⑤

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

715

497 699 699

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

497

実績値

①計画通りに実施した

0 495

成果指標名

0 495

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

建設環境課

公園緑地管理係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【開発基準に基づいた緑地空間整備】【定期的な緑地の維持管理】【公園遊具の適切な維持管理】【滝川における清らかな水辺の創造
計画】

　公園内遊具の安全性を確保するため、町内都市公園及び町管理公園において公園遊具の保守点検を実施する予定です。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

基本施策

715497

33.滝川を活用したにぎわい創出事業

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

0

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

699 699

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

施策の展開方向

タイトル

公園緑地

指標①

70ページ

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

合　計

R01

H29（決算）R03時点

公園遊具保守点検委託料

H30（決算）

495 497

696

495

696

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

2,390

2,403

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

公園緑地

　公園利用者の安全性と施設機能の確保を実現するため、効率的な施設の維持管理を図り、修繕や更新等を計画的に行うアセットマネ
ジメントの考え方を踏まえた取組が必要となってきます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　少子高齢化の進展に伴い、従来公園が担ってきた役割にも変化が生じ、幅広い年代の住民が集う地域コミュニティの形成を促すこと
のできる公園の整備に対する要望が高まり、今後、維持管理、更新及び充実に対するニーズが増加すると考えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年度では、公園内の遊具の安全性を確保するため、町内の全公園59箇所において、公園施設点検管理士の有資格者に依頼して公
園遊具の保守点検を実施しました。また、職員においても公園遊具の点検パトロールを実施しました。
  令和2年度町内公園遊具保守点検結果
　・A判定：8遊具　・B判定：79遊具　・C判定：98遊具　・D判定：17遊具
　遊具の保守点検結果から優先順位を判断し、緊急性の高いものを選定して、令和2年度においてD判定の遊具6箇所の修繕及び入替え
（滝川台地区、ゆりが丘地区、桜ヶ丘地区2箇所、北上牧地区2箇所）を実施しました。
　残りのD判定の遊具に関しては令和2年度以降において、修繕していく予定です。
　令和元年度において作成した公園における公共施設マネジメント台帳に基づいて、計画的に修繕を行っています。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標②

事業の見直し余地
（改善点）

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　公園内遊具の安全性を確保するため、町内都市公園において公園遊具の保守点検を実施していきます。
　公園施設において今後進展する老朽化に対する遊具の安全対策の強化とライフサイクルコストの縮減を図るため、定期的
な遊具の保守点検と点検結果を考慮した効率的な維持管理を行っていきます。
　D判定の遊具に対しては、修繕の優先順位等も勘案しながら、修繕を行っていきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　公園遊具保守点検業務にて、D判定かつ子どもたちに危害を及ぼす可能性のある遊具に関しては、使用禁止等の対応してい
きます。
　遊具等の修繕については、危険性の高い遊具等から実施していきます。

指標
（予定）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

③

⑥

⑥

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

都市環境―快適で住み良く自慢できるまちづくり―

環境保全

計画的な土地利用の推進

総合戦略 の取組

身近な生活環境を守り未来につながるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 70ページ

基本施策

施策の展開方向

タイトル

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

まちづくり推進課

都市計画係

H30

河川や空気等の身近な環境がきれいに保たれるとともに良好な住環境が守られた快適で健やかに暮らせるまちを目指します。

【都市計画マスタープランの見直し】【開発指導要綱に基づいた適切な土地利用の誘導】【自然景観に配慮した街並み形成の推進】

　関係法令及び諸計画との整合を図りながら、周辺の自然環境・景観保全、ゆとりある市街地環境の維持・形成、農林業との調和、地
域の活性化等を考慮し、指導及びパトロールを実施していきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

0

0 0

0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　都市計画マスタープランの見直しに向けて参考になるような他市町村の都市計画マスタープランの調査を行い、内容につ
いて研究していきたいと考えています。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

  関係法令及び諸計画との整合を図りながら、周辺の自然環境・景観保全、ゆとりある市街地環境の維持・形成、農林業と
の調和、地域の活性化等を考慮し、指導及びパトロールを実施していきます。

指標
（予定）

評価

計画的な土地利用の推進

　「奈良県都市計画区域マスタープラン」の改定や上牧町都市計画道路の見直しを受けて、適正に対応するために最上位計画である上
牧町第5次総合計画に沿った形で、都市計画マスタープランの一部見直しを行う必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　近年、人口減少が進み開発圧力が低下する中で、上牧町の地域の課題に応じた土地利用の秩序又は計画的誘導が求められています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年度では、自然環境保全地区内行為届出が13件あり、奈良県自然環境保全条例に規定されている「保全地区」内行為の取扱基準
に基づき、審査した結果問題ないことが確認できたため、副申しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた
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